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●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●川崎マニフェスト検討委員。
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（高校１年）の３人家族
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（事務局）
マニフェスト運動のキャッチフレーズは『「お願い」から「約束
へ」 』ですが、どういう意味なのでしょうか。
（堀添）
これは、「投票をお願いする」選挙から「政策実現を約束する」
選挙へ、という意味です。
（事務局）
それでは、マニフェストに基づく選挙では、有権者に投票のお願
いはしないということですか。
（堀添）
もちろん、マニフェスト選挙でも、有権者に対し投票の依頼はし
ます。違うのは、「○○を実現しますから、私に投票してくださ
い」という「約束」の部分があるかどうか、です。
（事務局）
今までも、各々の候補者は「公約」を掲げていたと思いますが。
（堀添）
もちろんそうです。しかし、４年前の選挙公報を見てください。
私自身もそうでしたが、そこに示されている「公約」が４年間で
実現したのかどうかを評価できるかというと、なかなか難しいと
言わざるを得ないのではないでしょうか。
たとえば「緑豊かな街づくり」という公約を掲げた場合、「緑地

を５０％増やします」といったよ
うな具体的な政策としての意味ではなく「開発最優先の街づく
りをそろそろ見直すことも必要なのではないか、と考えていま
す」といった個人としての志向性を示すものだったと思います。
（事務局）
つまり「何を実現するかは約束していない」ということですか。
（堀添）
はい。言い換えれば「こういう志向性をもった私に白紙委任し
てください」ということだったと思います。このような選挙は、
有権者にとっても「楽」だったのではないでしょうか。政治家
にお任せすれば、細かいことは考えずにすみますから。
（事務局）
政治家への「白紙委任」の選挙で、何が問題なのでしょうか。
（堀添）
一言で言えば、改革が進まないのです。改革は口で言うほど簡
単ではありません。仮に改革すべき制度があったとしても、そ

～まず選挙を変えよう！
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の制度が現在あるということは、必ず存在す
べき理由も少なからずあるのです。また、そ
の制度の恩恵を受けている人も必ずいます。
適切な改革であれば、実行されることで全体
は良くなりますが、そのことはすべての方に
とって良くなるということではありません。
政治家が「困難だが改革しよう」と決意する
のは、その改革が主権者である市民、国民の
支持があると確信できた時です。
「私の人がらを信じて投票してくれた」とい
う場合と、「私の政策を支持して投票してく
れた」というのでは、どちらが確信を持って
改革、政策実現に取り組めるでしょうか。
（事務局）
具体的にはどうなのですか。
（堀添）
たとえば「川崎マニフェスト２００７」では、
議員定数を各区で１名づつ削減することを約
束しています。当然、実現は簡単ではありま
せん。しかし、少なくともこのマニフェスト
を掲げた２０名は、当選した暁には「議員定
数削減」のために必死で活動するでしょう。
一般的に「議会改革」を掲げて当選した場合
と比べてみると、わかりやすいのではないで
しょうか。
また、マニフェストのもう一つの重要な点は、
「実現したかどうか」で評価されるという点
です。

（事務局）
いままでとはどう違うのですか。
（堀添）
いままでは、仮に政策を掲げていたとしても、
それは１議員としてのものですから、実現さ
れたかどうか、ということよりは、実現に向
けてどれだけ努力したか、で評価されてきた
と思います。
先ほどの例で言えば「議会改革」のような一
般的な政策はもちろんですが、「議員定数削
減」といった具体的な政策であったとしても、
どちらかといえば「私は議員定数を削減すべ
きと考えます」という意味合いが強かったの
ではないでしょうか。
これに対し、２０名の候補者がマニフェスト
として掲げた「議員定数削減」という政策は、
単に２０名がそういう考え方をしているとい
うことではなく、一歩進んで「実現できたの
かどうか」が厳しく問われることになるとい
うことです。
今までであれば公約として「議員定数削減」
を掲げたとしても、議場で発言をしたり、駅
頭宣伝やちらし等で訴えればよかった。これ
がマニフェストとして提示した場合は、仮に
条例案を作成して提案するところまでできた
としても、否決されてしまえば意味がない。
まさに結果として実現できたのかどうかが、
最終的な判断の基準となります。
（事務局）
「川崎マニフェスト２００７」では、あわせ
て１０２項目の政策が掲げられていますが、
実現目標はどのくらいですか。
（堀添）
当然、１００％の実現を目指します。もちろ
ん、簡単に１００％実現できるとは考えてい
ませんが、もともと実現可能性をかなり意識
して設定しましたので、われわれの努力次第
で十分可能であると考えています。
今回提示した「川崎マニフェスト２００７」
により、私たち川崎市の民主党がどのような
まちづくりを目指しているのかを、具体的か
つ包括的にお示しできたのではないかと思い
ます。議会として、行政のチェック機能は重
要ですが、それに加えて、議会の側からの政
策立案力を強めていくことが、今まさに求め
られていると思います。
その意味でも、「川崎マニフェスト」に示し
た議会改革の項目には、まず目を通していた
だきたいですね。
（事務局）
長時間にわたり、ありがとうございました。

（２００７年３月１１日）
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シリーズ ローカル・マニフェストローカル・マニフェスト 第４回（再掲）

「川崎マニフェスト２００７」重点「川崎マニフェスト２００７」重点１０１０施策施策

交番の新規設置や警察官の常駐など、安全に対する要望が多く寄せられています。横浜市では、警察官OBや警
備員などが常駐する「民間交番」を整備し、防犯ボランティア団体の活動拠点となっています。
川崎方式「市民交番」として、防犯のみならず、相談機能も併設した、安全、快適なまちの拠点を設置します。

交番のない駅にも、市民交番（市民よろず相談所）を設置します。

市内に５６ヶ所ある交通不便地域の解消は急務です。費用負担のあり方と採算性の基準を明確にすることによ
り、地域の実情に密着したコミュニティ交通を充実させ、市民の移動の確保と地域の活性化を図ります。

コミュニティ交通を積極的に導入整備します。

介護予防、虐待防止などの権利擁護、総合相談など地域で暮らす高齢者を文字通り包括的に支える拠点、地域
包括支援センターを実態に合わせて設置数を増やします。
待機者の多い特別養護老人ホームの増設とともに、地域密着型介護サービスを確立し、住み慣れた地域で暮ら
し続けられる、安心の介護体制を構築します。

介護予防と安心の在宅介護サービスを充実します。

子育てをしていても安心して働けるまちをつくるために、新増設による認可保育園の定員増や定員の弾力的な
受け入れをはかるなど、待機児童ゼロを実現します。
もちろん、産むことへの不安も出産費補助を創設するなどで解消していきます。

保育園待機児童ゼロを実現します。

３Ｒの取り組みを強化し、市民１人あたり１日ごみ１８０グラムを減量することで、焼却量を１３万トン削減
します。これにより、現在４ヶ所ある焼却場が３ヶ所で処理可能となります。
新たな建設費２４０～３００億円が削減される他、年間維持費約１１億円が節約されます。

現在ある４処理センター（ごみ焼却場）を３処理センターにします。

貴重な緑を次世代に継承します。生田緑地を川崎市最大の緑のオアシスとして拠点的な整備を進めます。
また、多摩丘陵から三浦半島の先端までの１２市１町にまたがる緑を自治体の広域連携で保全します。

緑地保全地区を１．５倍に広げます。

子供から大人まで人気のある藤子・Ｆ・不二雄氏の作品を保存・活用するための施設、アートワークス構想を
実現します。その他にも、川崎にゆかりのある文化資源を大切にしながら、歴史的ロマンのあるまち「かわさ
き」を個性化していきます。

ドラえもん、いつでも会えるね。

多摩川の整備と自然環境の保全をすすめ、川崎市の原点である多摩川の魅力を輝かせます。
気軽にアクセスできるようにするとともに、利用ルールを明確にし、子どもたちが遊べる多摩川をつくります。

かわさきの原点・多摩川の魅力を輝かせます。

多額の整備費（１期分４２４６億円）を要する市営地下鉄建設。
市民合意に基づいた市営地下鉄整備を進めるために、住民投票制度を活用します。

住民投票による市民合意により、市営地下鉄に取り組みます。

行財政改革プランで行ってきた職員削減率と同程度に議員定数を削減し、法定上限定数７２人（現行６３人）
から５６人に引き下げます。
得られた財源の一部を、議会事務局の強化など、市政に市民意思を反映するための体制強化に充てます。

議員定数を各区１名削減します。
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このニュースはご自宅にも無料で配送しております。毎月確実にご覧になりた
い方は、ほりぞえ健事務所までご連絡ください。（電話：８５５－１４７９）

連載コラム連載コラム 川崎と高津の地名（川崎と高津の地名（No.No.２１）２１）参考：上田恒三著「高津村風土記稿」参考：上田恒三著「高津村風土記稿」
日本地名研究所編「川崎の町名」日本地名研究所編「川崎の町名」

この地には弥生時代末期の集落遺跡があり、また古
墳時代の方形周溝墓や高塚古墳をはじめ、多数の横穴
墓も発掘されていることから、かなり古い時代から拓
かれた土地でした。

地名の由来は諸説があります。ここが溝の口村の入
り口にあたることからクチがクヂに転化したという説、
多摩川のたび重なる流路変遷によって河岸がクジ（え
ぐ）られたことにちなむという説、南側の急崖地形か
らおこったという説、さらには比丘尼をまつった弁天
社があったことからビクニが転訛してクジとなった、

「久地」の由来 という説もあります。いずれにせよ、歴史のある地域
といえます。

久地村は、徳
川家康が江戸に
入った１５９０
（天正１８）年
に徳川家領とな
り、明治２２年
の市制・町村制
において高津村
大字久地となり
ました。

政治資金ご寄附のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９

銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４
地元から日本改革を実現するために､ご支援
賜りますよう､お願い申し上げます。

国道２４６方面

「出陣式」のご案内「出陣式」のご案内

「高津区より市政刷新！」を掲げ、活動してまいり
ましたが、このたび、下記の通り「出陣式」を開催い
たします。ご多忙のところ恐縮ですが、ご参加くださ
いますよう、お願い申し上げます。

日時：３月３０日（金）
午前１１時から

場所：ほりぞえ健事務所前（高津区役所隣）

右地図をご参照
ください

溝の口駅南口より徒歩２分

下作延２６６ ０４４－８５５－１４７９


